
平成２６年度スーパーグローバルハイスクール構想の概要 

 

指定期間 ふりがな おおさかふりつきたのこうとうがっこう 

②所在都道府県 大阪府 
26～30 ① 学校名 大阪府立北野高等学校 

③対象学科

名 

④対象とする生徒数 ⑤学校全体の規模 

１年 ２年 ３年 ４年 計 文理学科４７９名  普通科４８４名  

計９６３名 文理学科 160 40 40  240 

 但し平成２７年度より、文理学科全体で実施 

⑥研究開発

構想名 

「アジアと学び合う―夢を実現する国づくり―」 

 

⑦研究開発

の概要 

以下の研究を実施することで、実践的グローバル人材育成の教育プログラム開発を行う。 

・東南アジアの国づくりを知り、日本の国づくりへの提言を行うための研究 

・フィールドワークや統計処理等、研究手法の習得と実施に関する研究 

・「超高校生レベル」の英語コミュニケーション能力を養成する研究 

・海外研修の有効性に関する研究 

⑧
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全
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(1) 目的・目標＜目的＞全地球的視野と歴史的教養に裏付けられた、豊かな人間性と知識を

もち、自国の問題と世界の問題を互いに関係づけてグローバルな社会課題を把握し、そ

の解決と理想の実現に向けて自ら行動をおこすことができる人材を育成する。 

＜目標＞グローバルリーダー育成のため、以下の観点から教育プログラムを開発する。 

・若い世代に、留学・社会貢献活動・ビジネス等を通じ、地球規模で活躍しようとする

意欲を喚起する。 

・他国の国づくりを学び、自国の国づくりに生かすなど、他者との学びを問題解決に生

かす視点と能力を育成する。 

(2) 現状の分析と研究開発の仮説 

＜現状分析＞ 

① 高い進学意欲と進学実績に示される、充実した基礎学力 

② 諸大学と連携しながら、長年にわたり幅広く展開してきた探究型授業の蓄積 

③ 校内外・海外で実施してきた、手段としての英語スキル習得プログラムの実績 

④ TOEFL iBT complete test の結果、発信力が劣っていることが判明 

＜課題＞①②③に示した実績は、それぞれに生徒の資質向上に効果をもたらしてきたが、

主体的発信力の養成に関する学びの場と機会の不足が課題であると判明。学力やスキルの

総合的活用力を向上させる取り組みが必要である。 

＜仮説＞①現状の生徒の能力や本校の取り組みの実績を基礎として、新たな教育プログラ

ムに取り組ませることで生徒の総合力を高めることができる。②新たな実践的探究型教育

プログラムを開発し、そのプログラムの実践を通して、生徒は世界の多様な人々と問題意

識を共有するようになり、グローバルスケールでの思考力・発信力が身に付き、真のグロ

ーバル人材となる。 

(3) 成果の普及 

・本校主催国際会議を開催し研究開発成果を発表。議論により学びを深める。 

・大阪府指定 GLHS(進学指導特色校)主催、京大キャパスガイドや GLHS１０校合同発表

会で英語による研究発表を行う。 

・学校ホームページで日本語、英語により研究成果を全世界に発信する。 

・近隣の小中学校や地域住民を含めた一般参加型公開発表会を実施する。 

・パナソニック等のグローバル企業内で部門会議に参画し提言を実践する。 
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(1) 課題研究内容 

成長著しい東南アジア諸国を比較文化的、経済的、歴史的アプローチ等で探究し、得ら 

れた成果を日本の国づくりに生かすことのできる人材を育成する教育プログラム開発。 

①比較文化的アプローチ：「日本の広告と海外の広告を比較研究する」 日本国内とア

ジア諸国の広告表現(デザイン・コピー)などを切り口に探究・考察を行い、比較文化

的な視点から企業に提言する。 

②経済的アプローチ１：「日本企業の東南アジア進出について考察する」東南アジアに

進出している企業の実態を調査・研究し、日本企業が東南アジア諸国進出で得られる

と期待しているものと実際の成果との差を知る。進出に成功している企業と困難に直

面している企業を比較調査し、成功のための要素をまとめ企業に提言を行う。 

③経済的アプローチ２：「東南アジアへの日本の防災技術の輸出を探究する」自然災害

の多い点で、日本と東南アジアは共通している。しかし国ごとに自然災害の種類は異

なり、必要とされる防災対策も異なっている。進んだ防災技術を持って東南アジアに

進出している日本企業を事例に取り上げ、日本企業の東南アジア進出における課題と

可能性について考察し、企業に提言を行う。 

④歴史的アプローチ：「日本と外国の関わりの現在・過去・未来を労働力の移動の観点

から探究する」東南アジアの国づくりに重要な役割を果たした「労働力の移動」とし

ての移民問題について探究する。日本から移民としてハワイやブラジルに渡り、他国

の国づくりに関わった事例も合わせて探求することにより、今後の日本の国づくりの

在り方について提言を行う。 

(2) 実施方法・検証評価 

≪実施方法≫必要に応じて「ステージ１・２・３」を設定。 

【ステージ１（第１学年）】 

本格的な課題研究に必要となる情報獲得力、プレゼンテーション基礎技術、課題

研究テーマの基礎知識を、「総合英語」「国際情報」等の授業や「ＳＧＨ課題研究

基礎講座」等の土曜特別講座において獲得させる。 

【ステージ２（第２学年）】 

  教科・科目「課題研究」において、アジア探究グループを選抜。土曜特別講座等も

活用し上記①②③④の各アプローチから研究を進め、取り組みを学校全体へ広める中

心的役割を果たす。長期休業期間を利用し、海外フィールドワーク等も行う。 

【ステージ３（第３学年）】 

  年度当初に、２年間の課題研究で得た成果や反省点について土曜特別講座における

研究成果発表会で発表し、あとに続く１・２年生への連携の機会とする。また、「英

語表現」「英語演習Ｃ」の授業において、課題研究テーマに即した時事問題や経済論

文を読み、社会課題をもとにしたレポートを英語で作成しまとめ、今後の本校におけ

る研究開発の資料とする。 

≪検証評価≫年度ごとに、ポートフォリオ等、教育学的手法による「生徒の成長の検証」、

またアンケートを実施。それらのデータをもとに大学教授や企業家等を含め評価を行う。 

(3) 必要となる教育課程の特例等  特になし 
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(1) 課題研究以外の研究開発の内容・実施方法・検証評価・・・特になし 

(2) 課題研究の実施以外で必要となる教育課程の特例等・・・・特になし 

(3) グローバル・リーダー育成に関する環境整備，教育課程課外の取組内容・実施方法 

① アメリカ、ケントウッド高校との相互短期交換留学及びインターネット会議。 

② 台湾第一女子高級中学校、建国高級中学校との交流と共同研究の実施    

(4) 幹事校としての取組（該当する場合のみ記入）・・・・・・なし 

⑨その他 

特記事項 

平成２６年度は、初年度として対象とする生徒を絞ったが、来年度以降は文理学科３学年

全体、普通科も含めた学校全体へ順次広げていく予定である。また、大阪府教育委員会に

よるＳＥＴ（スーパーイングリッシュティーチャー）制度を、本校は平成２８年度から導

入する予定である。 



１．本構想において実現する成果目標の設定（アウトカム）

平成２６年度スーパーグローバルハイスクール　目標設定シート

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 目標値( 28年度)

ふりがな おおさかふりつきたのこうとうがっこう
指定期間 26～30学校名 大阪府立北野高等学校

24年度

d

公的機関から表彰された生徒数、又はグローバルな社会又はビジネス課題に関する公益性の高い国内外の大会における入賞者数

　　　51人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 100人

目標設定の考え方：できるだけ多くの機会をとらえて毎年増加させていく。

　　　　　　人

　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 20人SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

b

自主的に留学又は海外研修に行く生徒数

　　　103　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 150人

目標設定の考え方：生徒の意思を尊重しつつ毎年増加させていく。

　　　75　人

　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 40人SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

a

自主的に社会貢献活動や自己研鑽活動に取り組む生徒数

　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　80人

目標設定の考え方：対象生徒に広く推奨し毎年増加させていく。

　　　　　　人 　　78　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 150人

SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

e

卒業時における生徒の４技能の総合的な英語力としてCEFRのB1～B2レベルの生徒の割合

36% 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 70%

目標設定の考え方：伝統的な教授法にTOEFLを活用しながら実力をアップさせる。

17%

　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 70%SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

c

将来留学したり、仕事で国際的に活躍したいと考える生徒の割合

94% 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 100%

目標設定の考え方：生徒全員のメンタリティを涵養すべきもの。

　　　　　　％

　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 100%SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

f

（その他本構想における取組の達成目標）

目標設定の考え方：

SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：



１’指定４年目以降に検証する成果目標

SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

　　　　　　％ 　　　　　　％ 60%

　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人

目標値(31年度)

a

国際化に重点を置く大学 へ進学する生徒の割合

44.4% 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 50%

25年度 29年度 30年度 31年度 32年度 33年度24年度

39.8%

目標設定の考え方：現役進学率のアップ及び国際化に重点を置く大学への進学者増をめざす。

　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％

b

海外大学へ進学する生徒の人数

　　　0人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　10人　1人

目標設定の考え方：生徒の限りない可能性を導くべくダイレクト入学を推奨する。

　　　　20人

c

SGHでの課題研究が大学の専攻分野の選択に影響を与えた生徒の割合

- 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 80%-

　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 100%

d

大学在学中に留学又は海外研修に行く卒業生の数

- 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 30人-

目標設定の考え方：高校時代に海外研修等を通じて留学に現実感を持たせる指導を進める。

　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 80人

目標設定の考え方：生徒全員に影響力を及ぼすカリキュラムの充実を目指す。



２．グローバル・リーダーを育成する高校としての活動指標（アウトプット）

＜調査の概要について＞
１．生徒を対象とした調査について

SGH対象外生徒数

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

965 963 0 0 0 0 0全校生徒数（人）

SGH対象生徒数

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 目標値(  28年度)24年度

a

課題研究に関する国外の研修参加者数

　　　　　0人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 40人

目標設定の考え方：毎年４０人程度を対象とする。

　　　　　0人

b

課題研究に関する国内の研修参加者数

　　　　　0人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　40人

目標設定の考え方：その他の課題研究と関連付けて増加させる。

　　　　　0人

c

課題研究に関する連携を行う海外大学・高校等の数

　　     3校 　　　　　　校 　　　　　　校 　　　　　　校 　　　　　　校 　　　　　　校 10校

目標設定の考え方：毎年新たな開拓を進めつつ、既存分を充実させる。

　　　   0校

d

課題研究に関して大学教員及び学生等の外部人材が参画した延べ回数（人数×回数）

         20人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 150人

目標設定の考え方：研究内容に応じて幅を広げていく。

　　　　　0人

e

課題研究に関して企業又は国際機関等の外部人材が参画した延べ回数（人数×回数）

　　　　　3人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　30人

目標設定の考え方：研究内容に応じて幅を広げていく。

　　　　　0人

f

グローバルな社会又はビジネス課題に関する公益性の高い国内外の大会における参加者数

　　　　　0人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 40人

目標設定の考え方：生徒のモチベーションを高めつつ毎年増加させていく。

　　　　　0人

g

帰国・外国人生徒の受入れ者数（留学生も含む。）

　　　　　0人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 10人

目標設定の考え方：受け入れ態勢を整え、進んで受け入れていく。

　　　　　0人

h

先進校としての研究発表回数

　　　　0回 　　　　　　回 　　　　　　回 　　　　　　回 　　　　　　回 　　　　　　回 10回

目標設定の考え方：質・回数の充実の両立を図る。

　　　　0回

目標設定の考え方：

目標設定の考え方：更新回数を増やし内容の充実を図っていく。

j

i

外国語によるホームページの整備状況

○整備されている　　△一部整備されている　　×整備されていない

△ ○△


